
平成３０年度　クリンクルセンター　維持管理状況 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第９条の３第６項に基づき、以下のとおり公表します。

１．焼却処分した可燃性一般廃棄物の処理量について
単位：t

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
Ａ炉 1,161.20 396.18 1,745.75 625.49 1,436.82 772.17 1,316.37 539.91 1,602.21 241.16 964.87 1,411.10 12,213.23 
Ｂ炉 873.82 1,715.12 392.48 1,455.98 901.69 1,311.86 865.99 1,417.47 415.94 1,740.96 692.39 544.63 12,328.33 
月計 2,035.02 2,111.30 2,138.23 2,081.47 2,338.51 2,084.03 2,182.36 1,957.38 2,018.15 1,982.12 1,657.26 1,955.73 24,541.56 

２．燃焼室中の燃焼ガスの温度について
単位：℃

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
Ａ炉 860 858 860 858 858 858 859 858 859 856 856 857 858 
Ｂ炉 864 864 860 861 859 860 860 862 862 864 861 856 861 

平均値 862 861 860 860 859 859 860 860 861 860 859 857 860 

※基準値：800℃以上

単位：℃
ろ過式集塵機

入り口 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
Ａ炉 191 191 191 191 191 191 191 191 191 190 191 191 191 
Ｂ炉 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 

平均値 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 191 

※基準値：おおむね200℃以下

３．排ガス中の一酸化炭素濃度について
単位：ppm

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
Ａ炉 9 12 10 13 11 10 9 8 7 10 10 12 10 
Ｂ炉 8 7 11 10 9 7 7 4 5 4 6 10 7 

平均値 9 10 11 12 10 9 8 6 6 7 8 11 9 

※基準値：100ppm以下

４．冷却設備及び排ガス処理施設に堆積したばいじんの除去について

　※一般項目：硫黄酸化物、ばいじん、塩化水素、窒素化合物

※各項目は、測定結果が判明次第お知らせいたします。 　※ダイオキシン関係：ダイオキシン類、一酸化炭素

平成３０年 平成３１年

平成３０年 平成３１年

平成３０年 平成３１年

平成３０年 平成３１年

主な除去方法及びその時機（Ａ炉、Ｂ炉ともに同一方法）

冷却設備 沈殿灰を下部ホッパより払い出し、焼却炉内に戻し（運転中常時）

排ガス処理設備 ろ過式集じん器で逆洗パルスエアにより払い落とし、下部ホッパから払い出し（運転中常時・自動）

５．煙突入口における排ガス中のばい煙濃度及びダイオキシン類濃度について

Ａ炉 Ｂ炉 基準値 備考
（一般項目） 平成31年2月18日 平成30年5月24日
（ダイオキシン関係） 平成30年9月20日 平成30年10月18日
（一般項目） 平成31年2月20日 平成30年6月4日
（ダイオキシン関係） 平成30年10月22日 平成30年11月19日

　　硫黄酸化物排出量 （㎥N/ｈ） 0.004未満 0.017未満 Ｋ値規制　17.5 100 ppm

　　ばいじん濃度 （g/㎥N） 0.005未満 0.004未満 0.08以下 0.05以下

　　塩化水素濃度 （mg/㎥N） 69 100 700以下 -

　　窒素酸化物濃度 （ppm） 130 110 250以下 -

　　ダイオキシン類濃度 （ng-TEQ/㎥N） 0.0056 0.0018 1以下 0.1以下

　　一酸化炭素類濃度 （ppm） 11 5 100以下 -

ごみ焼却量 合計

燃焼室炉入り口 平均

平均

煙突入り口 平均

　排ガスを採取した年月日
自主規制値

（空欄は、自主規制なし）
　測定結果の得られた年月日


